
※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

■平成29年7⽉5⽇、昼頃から夜にかけて、朝倉市から⽇⽥市北部において
観測史上最⼤の降⾬を記録。
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年最高水位比較図（花月水位観測所）

※花月水位観測所 所在地：花月川3.38km地点（日田市丸の内町） 零点高：Ｔ.Ｐ. 80.5m

■平成29年7⽉出⽔では花⽉⽔位観測所において、氾濫危険⽔位を４時間超過。
平成24年7⽉⽔位を上回る、観測史上最⾼⽔位を記録。

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

平成２９年７月洪水 水位の状況（花月水位観測所）

※氾濫危険水位：洪水により相当の家屋浸水等の
被害を生じる氾濫の恐れがある水位



平成29年7月出水による花月川の浸水被害

■梅雨前線に伴う平成29年7月5日出水により、花月川沿川では、家屋浸水844戸、浸水面積86haの浸水被害が発生した。
■H24年出水では堤防決壊や越水による外水氾濫が発生し、特に右岸側へ広く氾濫が拡大した。H29年出水は既往最高水位を

記録し、越水が発生したが堤防決壊は発生せず、高強度降雨が長時間継続したことによる内水被害が発生した。

平成29年7月洪水による浸水被害

凡 例

H24浸水範囲

H29浸水範囲

H29越水箇所

国管理区間の被害状況
H24.7/3
洪水

H29.7/5
洪水

浸水区域面積 ha 121.3 86

家屋
被害

床上浸水 戸 414 282

床下浸水 戸 306 562

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる
可能性があります。

花月川右岸7k600
溢水状況（上流を望む）

花月川右岸4k500
浸水状況（堤内地を望む）

花月川左岸3k800
浸水状況（堤内地の状況）

堤防

17：40頃

18：20頃

花月川右岸7k800
浸水状況（堤内地）

17：50頃

花月川右岸3k000
浸水状況（屋内）

日田市吹上町

花月川左岸3k800
浸水状況（堤内地の状況）

浸水解消後の状況



■各所で堤防欠損や護岸損傷が発生し、JR久大線の鉄道橋が流失する等、甚大な被害が発生した。

平成29年7月洪水による施設被害

JR日田駅

筑後川

有田川
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庄手川

日田市役所
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花⽉川 右岸 0k500付近
低⽔護岸低⽔

花月川

花月水位観測所

花⽉川 左岸 0k000付近
⾼⽔敷 護岸崩壊

花⽉川 左岸 0k400付近
低⽔護岸崩壊

花⽉川 右岸 5k800付近
⾼⽔護岸崩壊

花⽉川 右岸 1k300付近
⾼⽔敷 浸⾷

花⽉川 右岸 2k800付近
堤防洗掘

緊急復旧

花⽉川 左岸 1k800付近
堤防洗掘

緊急復旧

花⽉川 右岸 6k400付近
堤防洗掘

緊急復旧

花⽉川 左岸 0k600付近
⾼⽔敷 浸⾷

花⽉川 左岸 6k400付近
低⽔護岸崩壊

花⽉川 左岸 7k400付近
低⽔護岸崩壊

花⽉川 左岸 6k800付近
低⽔護岸崩壊

花⽉川 右岸 4k600付近
低⽔護岸崩壊

花⽉川 右岸 1k600付近
低⽔護岸崩壊

3k

※本資料の数値は、速報値及び暫定値であるため、今後の調査で変わる可能性があります。

凡例
堤防浸食
低水部護岸崩壊
高水敷等浸食等

花⽉川 右岸 5k200付近
低⽔護岸崩壊

平成29年7月出水による花月川の施設被害



■平成29年7月九州北部豪雨において花月川の河道内に堆積した土砂の撤去を実施しており、平成30年4月末までに約12万6千㎥の堆

積土砂の撤去を行った。
■引き続き土砂の撤去を行い、出水期に入る前（花月川では6月11日から9月30日までが出水期）までに、約13万3千㎥（25mプール

約370杯分※）の堆積土砂の撤去を行う予定。

花月川の堆積土砂撤去について（Ｈ29.12～H30.6）

※25ｍプールを360㎥で換算（幅12m×長さ25m×深さ1.2m=360㎥）

明徳橋より下流を臨む 新山渡瀬橋より上流を臨む 一新橋を上流より臨む

工事前

工事後

工事前

工事後

工事前

工事後



■今年の１０月まで本復旧工事に着手出来ない箇所は概ね下記のとおりです。万一の
事態に備えて迅速な情報収集、地域住民の避難及び水防活動等をお願い致します。

・花月川左岸０ｋ400付近、右岸０ｋ５００（三郎丸橋両岸）
・花月川左岸６ｋ400付近（髪永井堰左岸）
・花月川両岸７ｋ400付近（風呂元井堰両岸）
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凡例
堤防浸食
低水部護岸崩壊
高水敷等浸食等

災害復旧（本復旧）が今年の１０月以降に施工予定の箇所

花⽉川 右岸 0k500付近
低⽔部護岸崩落

花⽉川 左岸 0k400付近
低⽔部護岸崩壊

花⽉川 左岸 6k400付近
低⽔部護岸崩壊

花⽉川 左右岸 7k400付近
低⽔部護岸崩壊



※施行の場所については、今後の詳細な検討等により変更が生じる場合があります。
※今後実施予定にて上記明示以外に堰改築等を予定しています。

■平成29年7⽉洪⽔に抜本的に対応するため
「筑後川⽔系河川整備計画」を今年3⽉に
変更しました。
■今後、花⽉川緊急治⽔対策として、河道掘
削や築堤、抜本的な河道拡幅等の治⽔対策
を集中的に実施します。

：築堤
：掘削
：河道拡幅

＜実施中(H30.4時点)
及び今後実施予定＞

＜H29洪水後完了＞

：浸水範囲（H29.7洪水)

凡 例

：築堤

：掘削



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所
平成２９年九州北部豪雨災害の概要（災害の特徴①）

●猛烈な⾬がほとんど同じ場所で降り続いた



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

●⼤量の⼟砂や流⽊が流出

平成２９年九州北部豪雨災害の概要（災害の特徴②）



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

●それらの流⽊や⼟砂が⾕底平野に押し寄せた

平成２９年九州北部豪雨災害の概要（災害の特徴③）



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所
赤谷川流域の事業の流れ
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九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

赤谷川における復旧の基本的な考え方
（河川事業・砂防事業・地域の対策が連携した復旧）

○一定程度の降雨に対して、山地部における土砂・流木流出を防止するための砂防堰堤等の整備、河川上流における河道に流入した
土砂・流木を捕捉するための貯留施設の整備、洪水・土砂を下流まで円滑に 流すための河道の改修・河道形状の工夫により、土砂・
流木を伴う洪水氾濫を防止。

○地域と一体となって今回の災害と同規模以上の降雨に対して、さらに安全性を高めるためのソフト対策、まちづくりの検討を実施。

土石流・土砂・流木の流出を防止するための砂防堰堤等の整備
（30渓流）

土砂流出量の経年変化（減少）に応じて砂防堰堤の構造を
変更（不透過型→透過型）するための工夫の実施



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所
今後の対応（河川）



九 州 地 方 整 備 局
Kyushu Regional Development Bureau

筑 後 川 河 川 事 務 所

【筑後川水系赤谷川 等＜砂防事業＞】

筑
後
川

位置図

福岡県

大分県

熊本県

佐賀県

施行箇所

○ 筑後川水系赤谷川流域において、現在、流域内に堆積した不安定土砂等の再移動による二次災害を防ぐための緊急的な
仮設の砂防工事を実施しています。（ワイヤーネット、土砂止め工、除石については完了。大型土のう及び袋詰め玉石
等による応急対策は引き続き実施）

○ 今後、流域全体の土砂洪水氾濫を防止するため、発災後概ね5年間で集中的に本設の砂防堰堤の整備を実施します。

あかたにがわ

砂防堰堤工（イメージ）

今後の対応（砂防）

整備内容

砂防堰堤工9基
応急対策として強靱
ワイヤーネット5基、土
砂止め工2基など

砂防堰堤工21基

備考

強靱ワイヤーネット及
び土砂止め工等につ
いては完了。堰堤は
平成31年度完成を目
指し計画中。

平成34年度の概ね5
年の完成目標

事業名 （災関＋推進）事業 特緊事業

事業費
約27億円（災関）

約5.4億円（推進費）
約175億円

←筑後川

捕捉事例

凡 例

砂防堰堤

ワイヤーネット

土砂止め工

除石

平面図

土砂止め工（本村川）

ワイヤーネット工（汐井谷川）砂防堰堤完成イメージ
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